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 当社は、徳山製造所（山口県周南市）に唯一残っていた重油を燃料とする 7 号ボイラー

に対し、石炭への燃料転換を行うとともに合理化投資を行うことを決定した。工事は 2005
年 12 月に着工、2007 年 10 月に完成予定。総投資額は 3 年間の総額で約 100 億円を見込む。 
 
現行の 7 号ボイラーは、燃料として特Ｃ重油（アスファルト）を使用しているが、特Ｃ

重油の需給状況によるコスト変動と今後のエネルギー情勢などを勘案して石炭への転換を

図る。また、ボイラーの燃焼方式を当社では初めての循環流動層タイプを採用することに

より広範囲な炭種を受け入れることが可能となり、加えて廃タイヤやバイオマスを混焼で

きるようにする。さらに、蒸気発生量も 260 トン／ｈから約 20％増強して 310 トン／ｈと

する。 
発電能力については現行の 78,000KW と変わらないが、タービンの一部を抽気式タービ

ンに更新することにより、発電所全体のエネルギー効率アップを図る。 
 

【参考】現有自家発電能力 
   ボイラー 蒸気発生量(ｔ/ｈ) 主  燃  料  認可出力(ＫＷ) 
中央発電所 ５号 ２２０ 石  炭      ３５,０００ 
       ７号 ２６０→３１０ 特Ｃ重油→ 石炭      ７８,０００ 
       ８号 ５００ 石  炭    １４５,０００ 
       ９号 ５３０ 石  炭    １４９,０００ 
東発電所 東２号 ５８０ 石  炭    １４５,０００ 
       計      ５５２,０００ 

  当社は 1918 年の創業以来、徳山製造所における電力は自家発電で賄ってきた。現在の

発電量は中央・東発電所合わせて 552,000KW と単一工場としては全国で 5 指に入る規模

となっている。7 号ボイラーは 1971 年に竣工したもので、老朽化が進み更新時期にさし

かかっていた。 
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